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デジタル ・ ア
ー カイ ブ木田宏教育資料を用 い た

　　　大学 ・ 院生の研究指導の考察 （検討）
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　岐阜女子大 学で は，木 田宏教育資料お よび木 田宏文庫 （1 万数千冊）が あ り，こ れ らの
一
部は ，

大学 ・大 学院用 にデジタ ル ・ア ーカイブ化 し保存 して い る 。 とくに，木田 宏教育資料は ，国定 ・

検定教科書 へ の 移行，教科書の 規定 （法的な），学習指導要領 （名称をつ けた の も木 田先生），教育
委員会制度 の 関連法案など，戦後の教育改革の 原点に 関係 され た資料が 平成 15 年 ま で ア ーカイ
ブ化 されて い る 。 教育 の 高い 専門性 を有す る こ れ ら木 田宏教育資料を ， 高等教育（大学 ・大学院）
の 教育研 究改善に どの よ うに役立 て る か

， また ， そ の 利用構成に つ い て ， これま で の 実践例 をも
とに ，今後 の 在 り方に つ い て 検討 した の で 報告する。
〈 キ

ー
ワ
ー

ド〉 　木田宏教育資料，研 究指導，学士力

1 ．は じめ に

　　岐阜女子大学 （以 下 「本学」 とす る 。 ）で

は ，木 田宏先生 の 収集 された資料や蔵書を 「木

田宏文庫」 と して 本学で保管して い る。そ の 蔵

書冊数は，図書6，084冊，雑誌4， 188の 計 10， 272

冊 と 1万 冊以上 に も及ぶ膨大な冊数で ある。そ

れ ばか りで な く，木 田宏先生 の オ ー
ラ ル ・ヒ ス

トリ
ー

と関連 した著作資料を集め ， 木 田宏教育

資料 （約 6，　OOO頁） として保管，また DVD と

して保存 ・提供 し て い る。

　木 田宏先生は，戦後 の 昭和 21 年 8 月 に文部

主 に入省 され，戦後 の 教科書制度 ， 地方課長 と

して 教育委員会 の 設置 （地方教育行 政に関す る

法律），高等教育など我が国の 現在の 教育の基

幹 となる仕事を された，戦後の 日本の 教育を考

え る際に は，欠か す こ との で きな い 重要な先生

で ある。

　こ の 木 田先生が収 集された資料や蔵書，また，

先 生 ご 自身が か か わ りを もた れ た教 育界 の

様 々 な出来事に つ い て ，先生 ご 自身が語 られ た

オ
ー

ラル ・ヒ ス トリ
ー

は，現在 の 教育に とっ て

貴重な教育資料で あ り，本学の学生 ，特に教員

を 目指す学生 に とっ て は非常に有益 な研 究指

導に活用 で きる資料で ある。そ こ で ，本学の 卒

業研 究，修士 論文研 究にお い て ， こ れ らの 資料

を活用 した研究を進め た 。

2　木田 宏教育資料 を活用 した研究指導

木 田宏教育資料には，次の よ うなもの が ある 。

（1）戦後の教科書問題

　　　　 「新教育と教科書制度」 をは じめ ， 戦

　　 後の 教科書発行か ら， 現在 の デジタ ル 教

　　 科 書問 題 ま で 関係 す る資料 が あ る。

　　　 （「教科書の 発行 に関す る臨時措置法」

　　　 （昭和23年 7月 10 日）は ， 木田先生 が ご

　　 担 当）

（2 ）学習指導要 領

　　　 学習指導要領 とした の が，木 田先生 と

　　 青木誠四郎先生で あ り， そ の 基礎研究に

　　 は欠 かせ な い 資料が ある 。

（3 ）教育基本法関係 の 資料

　　　 米国 教育使 節団 に 対す る安倍能成文

　　 部大臣 の 「あ い さっ 」 か ら教育基本法を

　　 審議 した最 後の 帝国議会 の 議 事録 を始

　　 め ， 教育基本法成立 と そ の 後 の 論文 な ど

　　 新 しい 教育基本法 （平成 18 年改正）の

　　 教育の 在 り方 を考 え る重要 な資料 が あ

　　 る 。

（4 ）教育委員会関係

　　　 教育委員会に つ い て の 法律 「地方教育

　　 行政に 関する法律」 は ， 木 田先生が 当時

　　 の 課長 と して担 当 され ，木 田宏オ ーラ

　　 ル
・

ヒ ス トリ
ー

で は，当時の 考え方 ， 様

　　 子 を話 され て い る。教育委員会の 在 り方

　　 を考え るには重要な情報で ある。

　そ の 他 ， 平成 17 年 こ ろま で の 資料が あ り，

今後 ， 本学学生が戦後 の教育を理 解し ， 現在の

状況 に つ い て 論文化するに重要な資料が あ る。

＊1SAITO ，　Y。ko ：岐阜女子 大学　e
−
mail ＝youko ＠gijodai．ac ．　jp

＊2GOTe ，　Tadahiko，＊3　FUJI，　Kakuo，
＊4　TAN工，　Risa，＊5　MATSUMOTO，　Kana ；岐阜女子 大学

一182一
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

　そ こ で ，平成 23 年度に は修士論文 の 研 究に

お い て ，これ らの 資料 を用い た研究を行 っ た。

（研究 の 中心は ， 本学の 沖縄サテ ライ ト校 の 大

学院生 で ある。 ）

　 大学院の 研究 と して は次の よ うな こ とを 目

的 と し て 行 っ た
。

「『伝統 と文化』教育の社会 的背景 とデ ジタ

ル ・ア ー
カイ ブ を用い た教材 ・カ リキ ュ ラ ム 開

発 の 研 究 」で あ る 。

　 こ の 研 究 の 視点 と して は次 の 2 つ が挙 げら

れ る。

（1）教育基本法の 成立 ・改正 と伝統 と文化

　　　　 「伝 統 と文化 」 等 の 社 会 的 な背 景

　　　 （新 ・旧教育基本法）を配慮 し，教育実

　　 践で 必要 と され る教材 の 基盤整備 とそ

　　 の 学習活動，指導方法などの研究の 必要

　　 性 につ い て検討す る 。

（2 ） 「伝統 と文化」 の教材 開発 と利用 の 研 究

　　　 デジタ ル ・ア
ー

カイ ブ処 理 を用 い て ，

　　 それぞれ の 「伝統 と文化」の 素材収集 （撮

　　 影 ・記録），素材の 評価 （選定），教材

　　 化 ，構造的な教材 の構成の 研究 をす る 。

　 こ れ らの 特に 「（1 ）教育基本法 の 成 立 ・改

正 と伝統 と文化 に関 し て の 研究」 に お い て ，木

田宏教育資料を活用 した。

　木 田宏教育資料を用い て 旧教育基 本法 の 成

立 と，平成 18 年 の 教育基本法の 改正 で ，戦後

60 年間の 「伝統 と文化」 の 教育的なブ ラン ク

に 対応 し，地 域教材 の 整備の 必要性を検討 し，

各自が興味・関心 の ある 「伝統文化」を選択 し，

研 究を進 め た。

　 「伝統 と文化」 をキ
ー

に して ， 戦後 の 教育基

本法の 成立 に つ い て 社会的な背 景 の 研究 を進

め た。特に ， 「米国教育使節団に対す る安倍能

成文部大 臣の あい さつ 」や帝国議会 の 審議等か

ら教育基本法の 成立プ ロ セ ス を考察 し，旧教育

基本 法で の 「伝統 と文化」の 削 除 に つ い て 調 べ
，

そ の 問題点を研究 した。

　平成 23 年度 の修 士論文研究 にお い て は ，

「伝統文 化」と して 次 の も の を大学院生 は 選 択

を し ， 研 究の 対 象 とした。

（1 ）わ らべ 歌

（2 ）三 線

（3 ）戦 中 ・戦後の オーラ ル ・ヒ ス トリ
ー

　今回 の 大学院生 の 研究にお い て ， 「伝統 と文

化」の 教育の 課題 に対 して ，木田宏教育資料 よ

り，次の よ うな調査 を行 っ て い る。

（1 ）安倍能成文部大臣の 「米国教育使節団」

　　　に対す る 「あ い さつ 」文 の 中 か ら ， 教育

　　　の 伝統に つ い て の 言及。

（2 ）帝国議会 （第 92 回）で の 関連事項の検

　　　討 。 議事録を用い て の 検討 を行 う。 例え

　　　ば ，教育基 本法に真，正，美が欠 け て い

　　　る （審美性が な い ）と の 指摘 。

（3 ）教育革新委員会作成の 教育基本法の 案の

　　 中の 「伝統 と文化」 の 記述が 教育基本法

　　 で は削除された 、

〔4 ）当時の 田中耕太郎文部大臣 （教育基本法

　　　試案作 り） の 論文 （昭和 33 年）で教育

　　　基本法の 課題 につ い て指摘 （木田教育資

　　 料 にあ り）な どを調 べ て ， 平成 18 年度

　　　の 教育基本法改正 ま で の 問，約 60 年 の

　　　 「伝統と文化」 に対 し て，基本的な事項

　　　で教育的な空白が あ っ た こ とを指摘 。

　こ れ ら の 調査 の うえで ， それぞれの 興味 ・関

心 の あ る 「伝統 文化」を取 り上げ ， 収集 ・教材

化 ・実 践 へ の 展 開研 究を進 め た。特 に そ の 中で ，

単に 「伝統文化」の 事実を教育するだ け で な く，

そ の 中に あ る地域文化の 心の 美 （「心 の 審美

性 」）を受け 止 め ， そ こ か ら自己 の 制御が で き

る人間像 を考 えた。修士論文で は ，心 の 審美性 ，

三線に対す る思い
， 沖縄 の 人 々 の 心 に言及 し て

い る。

　ま た， 「伝統文化 の 掘 り起こ し」 の 必要性に

つ い て も言及 して い る 。
「わ らべ 歌」 を例 とす

るな らば，素材収集の た め の 撮影の 際 には，撮

影対象者 に 実際にわ らべ 歌を歌 っ て い た だき

なが ら，動作を して い た だ くこ とで ， 昔歌 っ て

い た 正確 なわ らべ 歌 を思 い 出 して い ただ く必

要が あ っ た 。 素材収集の 際に は ， そ の 再現性に

困難を極 めた の で あ る。 それ は ， 戦後 60 年間 ，

旧教育基本法 に 「伝統 と文化」 が盛 り込 まれ な

か っ た こ と に よ り， 「伝統 と文化」 が確か に継

承 され るための 積極 的な教育が なされ ぬ まま，

そ の 「伝統 と文化」 が失われ よ うとして い た証

で あ る 。 取 りも直 さず，これま で 「伝統 と文化」

の 精神文化が伝わ っ て い くこ とが，教育の 場で

は 積極的に は行われ て い なか っ た こ と となる。

　こ の よ うな 「伝統 と文化」に対 して の 教育的

空 白の 指摘や精神文化 を伝える重要性 を，こ の
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木 田宏 教育資料 を活用 し調査す る こ とに より

明 らかにす る こ とが できた 。 しか し ， こ れ らの

木 田宏教育資料を調査す るには，木田宏教育資

料 が高度な専門性 を有す る資料で あるが ゆえ

に ， それ を読み解く力 と ， 教育の 基礎が身に付

い て い るこ とが重要で ある。

　そ こ で ，本学で は ，こ の よ うな高い 専門性 を

身に付 けるために ， そ の 基礎 となる学士 力を確

か に身 に付 ける べ く，学生支援推進プ ロ グラム

（文 部科学省 「大学教育 ・学生支援推進事業」

平成 21 〜 23 年度）を展開 した。

3 ．
“
確か な学士 力

”
育成の た め の

　　　　　　　　　 学生支援推進プ ロ グ ラム

　本学で は ，
“
確か な学士 力

”
の 育成 を 目標 と

して，初年次教育 ， 専門教育 ， キャ リア教育を

構成 し，
一

人ひ とりを大切 に した 面倒見 の よい

教育を 全 学で模索 して き た
。 そ の 結 果 ， 高校等

か ら入学す る学生の 多様性 を配慮 した初年次

教育か ら
“

確か な学士 力
”

の 育成を 目指 した，

学生 の 入 学か ら卒業 まで
一

人 ひ と りの 教育を

支援で きる総合 的な教育体制 が必 要 であ る こ

とが 明らか とな っ た。

　こ れ らに 対処す るた め に本学で は，新 しい 教

育 シ ス テ ム として ， 大学入 学前の 入学決定後か

ら，大学教育全体を通 して，入学時 の 初年次教

育，専門 教育 ， キ ャ リア教育の 全 学的な体系化

とそれ ぞれ の 教育分野 で の コ ア ・カ リキ ュ ラム

計画 と実践，学習評価改善シ ス テ ム ，補完教育

の 整備を進めて きた 。

4 ．全学的なカ リキ ュ ラ ム 編成 ・改善

　　　　　　　　　　　　　　 の た め の 組織

　本学では ， 全 専攻の 教育 目的を基本 とし，コ

ア ・カ リキ ュ ラム を構成 し，具体的な教育シ ス

テ ム を示 した 。 また，各専攻 ・コ ース の 教育課

程 を基本に して ，入学支援プ ロ グ ラム ，初年次

教育 （教養教育 ・専門導入教育），専門教育，

キ ャ リア 教育を展開 し，次 の よ うな教育課 程 を

用意 した。

（1 ）入 学支援プ ロ グラ ム

（2）基礎知識 ・理解の 学習
一
入学前教育 と関連一

（3 ）学士力育成の 基礎教育 （初年次教育）

（4 ）専門教育 （各 コ ア ・カ リキ ュ ラ ム ）

（5）キ ャ リア教育

　職業人 として 社会 に役立 つ 人材 として 育成

する こ とを 目的に ア ドミ ッ シ ョ ン ポ リシ
ー

を

示 し，こ れ ら （1 ）〜 （5 ）を図 1 に示す よ う

に教育 の 体系化 を図 り ， こ れ ま で 全学の 教職 員

で 取 り組ん で きた。

　 これまで の
“

確か な学士力
”

育成 の ための 教

育活 動の 中で
， 本学では今の 学生 の 学習状況を

基に，
“

確かな学士力
“

を育成す るには，どう

すれ ばよ い か とい う観点に 立 ち，教育課程 の構

成 と教育指導の 目標を設定 し教育 し てきた。

5 ．お わ りに

　今 回 ，

“
確か な学士力

”
を身に付 けた こ とを

基盤 に，特 に本学沖縄サテ ライ ト校大学院生を

中心 に ， 木田宏教育資料を活用 した，教育研究

指導に関 して，実践を行 っ た。現在 の教育の課

題 とな っ て い る 「伝統 と文化」 に関 して も， そ

の 根幹をなす よ うな資料 を木 田宏先生は残 し

てみ え る 。 そ の 資料 を活用す るこ とで ，これま

で の 教育の動向を理解す る こ とが で き，現在 の

教育 の 課題や方向性 を考える こ とがで き る 。 今

後 も，木田宏教育資料が整理，利用 が進 めば，

教育実践 の 最 も基 本的 な課 題 に つ い て の 学

生 ・院生の 研究 レベ ル 向上 に もなる と考え られ

る 。

　なお，本研究 の 遂行及 び論文 執筆に際 し，本

学学長後藤忠彦教授 の ご指 導 い た だ い た。こ こ

に感謝の 意を表 します。

　本研究の学生支援プ ロ グラ ム は，文 部科学省

「大学教育 ・学生支援推進事業」 ，
「学生支援

推進プ ロ グラム 」採択 （平成 21 〜 23 年度〉，
「社 会 ニ

ーズ に対 応 した学士 力 と高い 就職

率 ・定着率 を 目指す教育」 と して 展開 した こ と

をこ こ に付記 する。
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図 1 ．岐阜女 子大 学の教育課程の概要〜確か な学士 力育成ny
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